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町
場
に
仕
事
を

景
気
浮
揚
望
む

【
新
宿
・
電
工
・
秋
山
宗
夫
さ

ん
談
】
町
場
の
工
務
店
か
ら
仕
事

を
請
け
て
一
人
で
や
っ
て
い
ま

す
。
工
務
店
も
新
築
が
少
な
く
な

っ
て
、
戸
建
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
伴
う
も
の
が

ほ
と
ん
ど
。
仕
事
量
が
減
っ
て
、

請
負
単
価
も
5
年
前
に
比
較
し
て

下
が
っ
て
い
ま
す
。

町
場
に
仕
事
が
増
え
る
よ
う
に

景
気
が
よ
く
な
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
健
康
保
険
料
値
上
げ
は
た
と

え
月
1
0
0
円
で
も
、
そ
れ
が
積

み
重
な
れ
ば
大
き
な
額
に
な
る
の

で
大
変
で
す
。

社
会
全
体
で

後
継
者
の
育
成

【
西
多
摩
・
型
枠
大
工
・
小
野

寺
肇
さ
ん
談
】
仕
事
の
状
況
は
、

自
分
的
に
は
横
ば
い
で
、
と
り
あ

え
ず
途
切
れ
ず
に
な
ん
と
か
な
っ

て
ま
す
。
ゼ
ネ
コ
ン
の
1
次
下
請

で
職
人
も
8
人
い
ま
す
が
、
厚
生

年
金
等
の
社
会
保
険
に
つ
い
て
も

元
請
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
昨

年
9
月
か
ら
対
応
し
て
も
ら
い
、

法
定
福
利
費
分
は
す
べ
て
し
っ
か

り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、

元
と
な
る
賃
金
に
つ
い
て
は
そ
の

ま
ま
で
す
。

高
齢
化
社
会
が
進
み
ま
す
か

ら
、
社
会
全
体
で
後
継
者
を
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
声

を
大
に
し
て
言
い
た
い
で
す
。

鈴
木
副
委
員
長
を
団
長
に
50
人

が
参
加
。
保
険
局
か
ら
は
鳥
井
国

保
課
長
ら
4
人
が
対
応
し
、
国
保

組
合
へ
の
予
算
確
保
の
見
通
し
、

国
保
組
合
制
度
や
現
行
補
助
制
度

の
堅
持
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

鳥
井
課
長
は
「
財
政
状
況
は
厳

し
い
が
、
今
後
も
国
民
皆
保
険
制

度
の
安
定
的
維
持
に
努
力
す
る
」

と
し
て
「
所
得
の
低
い
国
保
組
合

に
は
、
現
行
の
補
助
水
準
を
維
持

す
る
。
保
険
者
機
能
を
発
揮
し
て

い
た
だ
く
中
で
、
支
援
を
し
っ
か

り
行
な
っ
て
い
く
」
。
ま
た
「
医

療
保
険
の
一
元
化
は
、
歴
史
的
な

経
緯
や
所
得
捕
捉
の
問
題
か
ら
難

し
い
。
国
民
健
康
保
険
は
市
町
村

国
保
と
国
保
組
合
の
2
つ
の
種
別

で
運
営
す
る
枠
組
み
を
変
更
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
。
高
額

薬
剤
の
問
題
で
は
「
診
療
報
酬
改

定
で
、
薬
価
の
透
明
化
と
適
切
な

価
格
設
定
に
向
け
た
対
応
が
図
ら

れ
る
と
思
う
」
と
し
た
上
で
、
高

額
医
療
費
共
同
事
業
補
助
金
は

「
増
額
要
求
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
む
」
と
回
答
。

特
定
健
診
・
保
健
指
導
に
対
す

る
都
道
府
県
の
公
費
負
担
の
課
題

で
は
、県
へ
の
指
導
強
化
を
要
望
。

鳥
井
課
長
は
「
県
民
に
対
す
る
健

康
維
持
の
課
題
や
国
保
法
に
補
助

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
規
定
か

ら
、
県
に
対
す
る
説
明
を
工
夫
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

来
年
度
実
施
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
で
は「
評
価
方
法
は
難
し
い
が
、

保
険
者
の
努
力
が
反
映
さ
れ
る
仕

組
み
が
大
切
。
共
通
の
取
り
組
み

に
な
る
よ
う
検
討
中
」
と
説
明
。

所
得
調
査
で
は
、「
税
情
報
の
連

携
が
ど
の
程
度
活
用
で
き
る
の
か

検
討
中
。
連
携
に
伴
う
改
修
費
用

の
補
助
は
考
え
る
」
。
今
後
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
で
は「
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
や
将
来
の
医
療
情

報
の
活
用
に
向
け
て
、
被
保
険
者

番
号
の
個
人
単
位
化
は
必
要
に
な

る
が
、
当
面
、
世
帯
番
号
は
残
す

こ
と
に
な
る
」と
説
明
。参
加
者
か

ら
は
、
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
改
修

や
事
務
変
更
に
な
る
と
し
て
、
十

分
な
予
算
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

秋山さん 厚生労働省・保険局交渉

人
開
官
（
人
材
開
発
統
括
官
）

班
は
森
田
副
委
員
長
を
は
じ
め
19

人
が
参
加
。
金
尾
企
業
内
人
材
開

発
支
援
室
長
ら
合
計
6
人
が
対
応

し
、
認
定
職
業
訓
練
へ
の
支
援
拡

充
、
職
業
能
力
開
発
推
進
等
に
つ

い
て
交
渉
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
金
尾
室
長
は
「
近
年
、

建
設
業
に
お
け
る
若
者
の
割
合
が

少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
一
方
で
新

規
高
卒
者
の
3
年
以
内
の
離
職
率

が
約
50
％
と
な
っ
て
お
り
、
危
機

感
を
感
じ
て
い
る
。
若
者
が
育
っ

て
い
く
こ
と
が
業
界
の
発
展
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
、
認
定
職
業

訓
練
を
活
用
し
な
が
ら
、
引
き
続

き
多
く
の
技
能
者
を
輩
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。予
算
に
つ
い
て
は
、

必
要
額
を
確
保
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
」
と
挨
拶
。

人
材
開
発
支
援
助
成
金
の
訓
練

実
施
計
画
届
の
提
出
期
限
に
つ
い

て
「
労
働
局
に
お
け
る
実
態
等
を

確
認
し
つ
つ
、
利
用
し
て
い
る
事

業
主
の
利
便
性
等
も
踏
ま
え
、
必

要
が
あ
れ
ば
見
直
し
の
検
討
を
考

え
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
年
度

内
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
も
の
に

な
る
の
で
、
来
年
度
の
訓
練
生
募

集
に
つ
い
て
は
現
行
の
内
容
と
な

る
」
と
回
答
。

若
者
の
技
能
検
定
受
検
料
の
減

免
措
置
で
は
「
2
0
1
8
年
度
以

降
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
」
と
回
答
。

若
年
技
能
者
人
材
育
成
支
援
等

事
業
に
つ
い
て
は
「
制
度
創
設
以

来
、
事
業
規
模
が
順
調
に
拡
大
し

て
い
る
。
2
0
1
6
年
度
の
受
講

実
績
は
、
19
万
7
6
3
7
人
と
過

去
最
高
で
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

小野寺さん

国土交通省・住宅局交渉

木
下
副
委

員
長
を
は
じ

め
18
人
が
参

加
し
、
国
土

交
通
省
は
伊

藤
住
宅
局
長

を
は
じ
め
12

人
が
対
応
。

リ
フ
ォ
ー

ム
市
場
活
性

化
に
向
け
た

施
策
等
に
関

す
る
質
問
に

対
し
て
は

「
住
宅
ス
ト

ッ
ク
維
持
向

上
促
進
事
業
と
し
て
、
住
宅
事
業

者
・
宅
建
事
業
者
・
金
融
機
関
等

が
連
携
し
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク

が
適
正
評
価
さ
れ
流
通
を
促
進
す

る
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
」

「
空
き
家
対
策
と
し
て
、
各
地
域

の
不
動
産
・
宅
建
業
者
等
と
住
宅

事
業
者
が
連
携
し
て
行
な
う
既
存

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
支
援

を
行
な
う
�
先
駆
的
空
き
家
対
策

モ
デ
ル
事
業
�
も
実
施
さ
れ
て
お

り
、
来
年
度
も
実
施
の
予
定
」
と

の
回
答
で
し
た
。

密
集
市
街
地
の
安
全
を
図
る
支

援
策
に
つ
い
て
は
「
集
合
住
宅
に

限
ら
ず
戸
建
住
宅
も
一
部
建
替
え

支
援
の
対
象
と
し
て
い
く
。
ま
た

防
火
改
修
へ
の
支
援
拡
充
等
も
検

討
し
て
い
る
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

参
加
者
よ
り
「
今
後
の
省
エ
ネ

基
準
義
務
化
の
動
き
が
あ
る
中

で
、
現
在
は
省
エ
ネ
講
習
の
受
講

者
が
減
少
し
て
い
る
状
況
。
新
た

な
省
エ
ネ
基
準
や
検
査
体
制
等
に

つ
い
て
情
報
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ

し
い
」
と
の
質
問
が
あ
り
、
伊
藤

局
長
よ
り
「
ま
だ
検
査
等
の
具
体

的
な
内
容
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
て
丁

寧
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

基
準
局
要
請
に
は
、
石
川
副
委

員
長
を
団
長
に
24
人
が
参
加
。
基

準
局
か
ら
は
河
野
労
災
管
理
課
長

ら
担
当
官
10
人
が
対
応
。

河
野
課
長
は
「
建
設
需
要
増
加

に
も
拘
わ
ら
ず
、
担
い
手
不
足
が

深
刻
。
今
ま
で
以
上
に
安
全
衛
生

と
健
康
の
確
保
に
努
め
、
来
年
度

概
算
要
求
額
を
満
額
確
保
し
た

い
」
と
冒
頭
に
挨
拶
し
ま
し
た
。

安
全
衛
生
対
策
費
予
算
と
建
設

工
事
従
事
者
基
本
計
画
に
基
づ
く

一
人
親
方
へ
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
厚
労
省
は
「
安
全
経
費
の
確

保
に
つ
い
て
、
来
年
1
〜
10
月
に

元
請
・
下
請
に
対
す
る
講
習
会
を

全
国
10
都
市
で
行
な
う
予
定
」
等

と
回
答
。
交
渉
団
は
「
一
人
親
方

は
出
来
高
な
の
で
、
安
全
経
費
を

ど
う
見
て
い
る
の
か
詳
細
に
実
態

調
査
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
に
つ
い

て
、
厚
労
省
側
は
「
ば
く
露
防
止

は
重
要
。
解
体
・
改
修
時
の
届
出

義
務
の
拡
大
を
検
討
中
」と
回
答
。

組
合
側
は「
拡
大
と
は
レ
ベ
ル
3

ま
で
を
検
討
し
て
い
る
の
か
」「
レ

ベ
ル
3
対
応
の
ビ
デ
オ
教
材
を
厚

労
省
で
作
成
を
」と
要
望
。厚
労
省

側
は「
事
前
調
査
の
拡
大
は
検
討

中
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
何
も
な

い
」「
ビ
デ
オ
教
材
に
つ
い
て
は
、

厚
労
省
作
成
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
活
用
を
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

詰
将
棋
の
解
答
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厚生労働省・基準局交渉

現
行
補
助
水
準
を
維
持

希望持てる建設産業に希望持てる建設産業に
保険局

空き家対策を強化
防火改修に支援拡充も

医
療
保
険
一
元
化
考
え
て
な
い

１１・２２全建総連／厚生労働省・国土交通省交渉

住
宅
局石

綿
対
策
の
拡
大
を

基準局

受
検
料
減
免
は
継
続

一
人
親
方
の
安
全
で
追
及

人開官

若
年
育
成
必
要
性
を
共
有

集
会
に
参
加
し
た
仲
間
の
声

集
会
に
参
加
し
た
仲
間
の
声


